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今年も残すところ１０日あまり。今年の夏はリオオリンピック・パラリンピックでスポーツ界

は盛り上がり，秋には本校も人権教育研究発表会を盛会に開催することができました。２学期も

保護者や地域の皆様のおかげで，斐伊の子ども達は健やかに成長しており，感謝しています。 

来年が皆様にとってさらに良い年でありますよう，心よりお祈り申しあげます。 

 

 

 人権週間を本校では「ぽっかぽか週間」と名付け，毎年様々な 

活動に取り組んでいます。今年も次のような活動を行いました。 

 ・学年に応じて，人権に関わる授業を行なった。 

・縦割り班でなかよし遊びを行い，異学年交流を楽しんだ。 

・１２月の歌を「ビリーブ」とし，学級で毎朝歌った。 

・人権に関わる本や心温まる本を紹介し，読書を勧めた。 

・人権に関わる標語を親子で考えて作った。（ＰＴＡ事業） 

・人権イラストを募集し，素敵な作品はポスターに採用して人権意識の啓発活動に役立てる。 

・全校集会で，お互いのいいところを見つけてカードに書き，プレゼントとして渡した。 

 昨年度から人権教育に力を入れ「自分のよさに気付く」「お互いの個性を認める」「素敵な人間関係を築く」

「人の役に立つ」等の学習に取り組んできました。授業では道徳で人権に関する内容を扱ったり，社会科で 

同和問題について考えを深めたりしました。また，日々の生活の中では，人のた

め・地域のために自分達ができることを考えさせ，実行に移してきました。こう

した行動は，やがて子ども達が社会の中で多くの人達と関わりを持ちながら，独

り立ちしていく際にきっと支えになると信じています。ぜひ，ご家庭でもこうい

った人権や福祉・ボランティア活動といったことについて話題にし，親子で一緒

に考えていただけたら嬉しく思います。 

 

 

 今回は，野菜生産グループから勝田ツ子コさん，佐藤稔子さん，吉川一江さん，佐藤俊子さん，佐藤良子

さん，大坂琴江さんの６名と，木次給食センターから宇都宮正センター長さん，藤原清治さん，舩木美由紀

さんの３名にお越しいただき，感謝会給食を行ないました。 

 各テーブルに分かれて，楽しくおしゃべりをしながら一緒に給食を 

とり，その後代表の勝田さんとセンター長さんからお話を伺いました。 

子ども達が野菜を喜んで食べてくれる姿を想像しながら，暑い日も寒 

い日も頑張って畑で世話をしていること，調理の下ごしらえなど前日 

から準備している場合もあること，新鮮な野菜ゆえに繰り返し何度も 

洗っていること等，皆さんの努力を改めて感じることができました。 

そして，最後にお礼の手紙をお渡しし，感謝の気持ちを伝えました。 

 

 

 第２回斐伊ふれあい交流会が斐伊交流センターであり，今回も３年生が参加して高齢者の皆さ 

んとのふれあいを楽しみました。今回は，まず斐伊音頭やピアニカ演奏を披露した後，テーブル 

ごとに分かれて自己紹介をしたり一緒におはじきで遊んだりしました。 

                ２回目とは言え初めは少し緊張した様子でしたが，自己紹介したりゲ― 

               ムをしたりするうちに，あちらこちらで笑い声や拍手が上がり，高齢者の 

皆さんの穏やかな表情と子ども達の笑顔がとても印象的でした。 

今回のような世代を超えた交流は，高齢者の皆さんには元気を受け取っ 

ていただける一方，子ども達にとっても心の温もりや思いやりといったこ 

とを学ぶ絶好の機会だと思っています。こういった地域の方との交流は， 

今後もぜひ継続していきたいと考えています。 

雲南市立斐伊小学校だより                         平成２８年１２月１９日                             

 １２月号 

                                        文責：加納諭高  

 １２月５～９日は 斐伊小学校の「ぽっかぽか週間」 

 野菜生産者の皆様と給食センターの方々を招待して、感謝の気持ちを伝えました 

３年生が斐伊ふれあい交流会で 一人暮らしの高齢者の皆さんと楽しく過ごしました  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の避難訓練は，休憩時間に地震が起こったと  児童の読書意欲を高めることをねらって，教職員が 

いう想定で行いました。机の下に隠れる子もいれば お勧めの本を紹介し，読みたくなった本に投票すると 

その場に立ち尽くす子，避難途中に靴を履き替える いう「ミニミニビブリオバトル大会」を開催しました。 

子など，反省点も多く見つかりました。       今回は６名の教員が紹介しましたが，どの本も面白 

 災害はいつ，どこで起             そうな本ばかりで，図書室 

こるか分かりません。自             の本はすぐに貸し出し中に 

分の身は自分で守ること             なっていました。 

ができるよう，こういっ              今後は，子ども同士で本 

た訓練をこれからも積み             の紹介をし合うことを計画 

重ねていきます。                しています。 

 

 

 年に２回，児童と教員の面談を実施        日本ピアノ調律師協会中国支部と岩田調律師さんの 

しています。２回目は，担任以外で話       ご厚意により，ピアノの調律体験とピアノ演奏の鑑賞 

をしたい教職員とも行なっています。       会が，島根県で初めて本校で実現しました。 

 また，保護者の皆様とも家庭訪問と個人面談で，  演奏会では，ピアニストで出雲市在住の鈴木務津美 

年２回直接お話をさせていただいています。勿論， さんの素晴しい演奏を堪能 

平素は必要に応じて連絡帳や電話を利用させてもら し，調律体験では分解され 

っていますが，やはり，書面ではなく面と向かって たピアノの組立てを手伝っ 

話をすることが，お互いの気持ちを理解し合うには たり，調律や整調を体験し 

大切だと思いますので，これからもよろしくお願い たりして，楽器を支える仕 

します。                    事について学びました。 

 

 

【県特選】５年 藤原有希                  【特選】３年 細木勇希 

【県入選】                          

１年 橋本琉希，松島永典  ２年 大坂蒼介          

３年 亀山佳稟，勝部大誠                  【優良賞】１年 亀尾美月 

４年 安部萌々夏，荒木優菜，奥井優子，陶山結斗，福島星奈   

５年 伊藤真稀，伊藤誠斗                   

６年 石野 謙，深田彪舞，藤原将汰             【県更正保護女性連盟会長賞】 

【市入選】                             ６年 亀山心寧 

１年 陶山杏織，飯塚納央，亀尾美月，松島虎之介，森 瞭太   

   石橋 壇，勝平翔大，吾郷煌介              

２年 内田和奏，西村藍那，深田絢音，山根冬聖        【銅賞】６年 北川綾乃 

３年 佐藤来歩，佐藤 亘，多根百々星，村松佳奈，落海詩門   

４年 高橋成維，松尾凉杏，多根直幸              

５年 古藤敬吾，佐藤彪大  ６年 川上怜朗，山根直弥    【入選】６年 田部紗理，亀山心寧 

 

 

１月１０日（火）３学期始業式 

１１日（水）給食開始 

２５日（水）６年生交流会 

２月 ９日（木）一日入学 

  １２日（日）木次中入学説明会 

  １９日（日）学習公開日，学級懇談 

  ２０日（月）振替休業日 

  ２８日（火）６年生を送る会 

３月１８日（土）卒業証書授与式 

  ２４日（金）修了式，離退任式 

 ３学期の主な行事予定 

 

 

休み時間に突然地震…さあ、どうする？ 

ピアノ調律体験 ＆ ミニ演奏会 

 

 

児童とお話タイム ＆ 保護者と個人面談 

教員が勧める とっておきの一冊はこれ！ 

   

税に関する絵はがきコンクール 

 島根県・雲南市図画作品展  

 

 

 社会を明るくする運動作文コンテスト 

日本学生科学賞島根県展 兼 県科学作品展 

 ＪＡ共済小・中学生書道コンクール条幅の部 

 島根県読書感想文コンクール 


